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祝　辞

　
こ
の
度
、
東
洋
哲
学
研
究
所
が
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
は
ま
こ
と
に
お
め
で
た
い
こ
と
で
あ
り
、
心
か
ら
祝
福

し
た
い
。

　
私
が
研
究
所
に
い
ち
ば
ん
親
し
く
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
一

九
七
〇
年
代
の
終
り
か
ら
一
九
八
〇
年
代
の
前
半
で
あ
っ
た
。

東
京
大
学
印
度
哲
学
研
究
室
助
手
か
ら
、
東
方
学
院
研
究
員
時

代
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
研
究
所
は
代
々
木
上
原
に
あ
っ
た
。

　
私
は
田
村
芳
朗
先
生
の
指
導
下
に
日
本
仏
教
を
専
門
と
し
て

研
究
を
始
め
た
が
、
何
し
ろ
日
本
仏
教
を
専
門
と
す
る
学
生
は

他
に
い
な
い
状
態
で
、
手
探
り
で
試
行
錯
誤
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
一
九
七
四
年
か
ら
五
年
間
、
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
か
ら
福
永
光
司
先
生
が
東
京
大
学
の

中
国
哲
学
研
究
室
に
赴
任
さ
れ
た
。
先
生
の
専
門
は
中
国
の
道

教
で
あ
る
が
、
中
国
仏
教
に
関
し
て
も
漢
文
を
し
っ
か
り
と
読

み
、
中
国
思
想
の
流
れ
の
中
で
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
説
い
て
、
学
生
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
た
。
私
も
そ
の

末
席
に
連
な
っ
て
、
感
激
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。

　
福
永
先
生
は
、
文
献
を
読
む
の
に
ま
ず
索
引
を
作
る
と
い
う

基
礎
的
な
作
業
か
ら
始
め
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
が
、
東
洋
哲

学
研
究
所
は
い
ち
早
く
先
生
の
指
導
の
も
と
に
『
法
華
経
一
字

索
引
』（
一
九
七
七
）
を
編
纂
出
版
し
て
、
画
期
的
な
成
果
を
挙

げ
た
。
先
生
が

京
都
に
帰
ら
れ

た
後
も
、
ぜ
ひ

先
生
の
講
義
を

聞
き
た
い
と
い

う
の
で
、
研
究
所
に
お
願
い
し
て
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て

頂
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
東
哲
と
い
う
と
、
ま
ず
こ
の
福
永
ゼ

ミ
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　
雑
誌
『
東
洋
学
術
研
究
』
は
、
現
在
は
現
代
の
宗
教
や
平
和

の
問
題
が
中
心
で
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
意
義
が
大
き
い
が
、
そ

の
頃
は
古
典
的
な
仏
教
学
の
論
文
が
多
く
、
そ
の
お
世
話
に
な

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
私
自
身
、
二
四
巻
二
号
（
一
九
八
五
）
で

	

「
日
本
仏
教
」
の
特
集
を
編
ん
だ
頃	

末
木
文
美
士
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日
本
仏
教
の
特
集
を
編
ま
せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
は
、
史
学
・
美

術
史
・
文
学
・
宗
教
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
若
い
人
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
史
や
研
究
方
法
を
書
い
て
も
ら
う
と

い
う
も
の
で
、
私
に
と
っ
て
も
非
常
に
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
。

　
あ
の
頃
に
較
べ
る
と
、
近
年
の
研
究
所
の
活
発
な
活
動
は
目

を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
あ
の
頃
の
い
か
に
も
手
作
り
の

活
動
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

（
す
え
き
　
ふ
み
ひ
こ
／
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、

東
京
大
学
名
誉
教
授
）

本
誌
『
東
洋
学
術
研
究
』
は
創
刊
号
を
１
９
６
２
年
11
月
に
発
刊
。
今
号
（
第
50
巻
第
２
号
）

で
通
算
１
６
７
号
と
な
る
（
現
在
は
年
２
回
刊
）。『T

he Journal of O
riental S

tudies
』

（『
東
洋
学
術
研
究
』
英
語
版
）
は
１
９
８
７
年
に
創
刊
。
年
１
回
発
刊
し
て
い
る


